
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月２３日 

学校名 福井市河合小学校    

校長氏名 前川 和彦      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 河合の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・河合地区の自然環境について、総合的な学習の時間に学習します。（河合エコ作戦） 

・図書委員会が｢環境の本コーナー｣を設置し、環境保護について興味・関心をもたせます。 

② 節電・節水等の取組 

 ・広報委員会が環境についてのアンケートを行い、校内放送や集会で、節電・節水につい

て呼びかけます。 

③ 地域と連携して分別回収・清掃活動 

 ・空き缶の回収を児童・家庭・地域に呼びかけます。 

 ・美化委員会が、ごみの減量を呼びかけ、各教室に古紙回収ボックスを設置・回収します。 

 ・親子奉仕作業で、学校の清掃活動に取り組みます。  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

・①の総合的な学習の時間では、異学年に伝えることを通してコミュニケーション能力を身

に付ける。（コミュニケーション） 

・③の親子奉仕作業では、様々な年齢の人と協力・協同しようとする態度を育てる。（協力） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月３１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名    福井市河合小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 河合の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①  環境学習 

・３年生は、校外学習でスーパーに行き、スーパーで実施されているリサイクルの取組を

知り、ワークシートにまとめ、興味・関心を持たせた。 

・４年生は、浄水場の見学を通して、自分たちが使用している水はどのようにとどいてい

るのか学習し、また、職員の方の話を通して「節水」に対する意識を高めることができ

た。 

・４年生は、総合的な学習の時間に、地球環境について学習した。自分の興味・関心に合

わせて、「水質」、「大気」「温暖化」、「ごみ」等の分野に分かれ、パソコンや本で調べ

て、各グループごとに新聞にまとめ、全校に向けて掲示した。朝日新聞が主催する「か

んきょう新聞」にも応募した。 

 

② 節電・節水等の取組 

 ・美化委員会が、「節水」「節電」に関する掲示物を作成し、「節水」「節電」に対する意識 

を高めることができた。 

 

③  地域と連携して分別回収・清掃活動 

 ・空き缶の回収を児童・家庭・地域に呼びかけ、学校だけでなく地域の行事でも行った。 

 ・美化委員会が、古紙回収ボックスを設置・回収した。 

 ・親子奉仕作業で、学校の清掃活動に取り組んだ。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

・①の総合的な学習の時間では、異学年に伝えることを通してコミュニケーション能力を高

めることができた。（コミュニケーション） 

・③の親子奉仕作業では、様々な年齢の人と協力・協同しようとする態度を育てることがで

きた。（協力） 
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 【具体的効果】 

① ３年は、スーパーマーケットで学んだリサイクルへの取組を知ることで、スーパ

ーマーケットなどの施設もエコ活動に取り組んでいることを知ることができた。 

② ４年生は、総合的な学習の時間に地球環境について学習した後、学習した内容を

全校に向けて新聞を掲示したことで、目的を持って調べ活動に取り組むことがで

きた。 

③ 親子奉仕作業は、ＰＴＡの行事として毎年行われているが、親子で協力して一緒

に活動する機会として定着している。 

【改善点】 

●４年生の発表を学年に向けて実施することで、多くの人に自分たちの取り組みを知

ってもらい、また、エコ活動に対する意識を高めることができるので、そのような

機会をもうけるとよかった。実生活との結びつけることが難しかった。 

●水田や九頭竜川など自然豊かな場所に学校があるので、地域の水に関する学習をす

ることで、児童はより興味を持って取り組むことができ、地域学習にもつながった

のではないかと思う。 

 


